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1 「アンコール後期王道ネットワークの意義」  研究代表者：松浦　史明 上智大学・アジア文化研究所 2011 - 12年度 
2 「20世紀ジャワにおける農村史研究」  研究代表者：小座野　八光 愛知県立大学・外国語学部／国際文化研究科 2011 - 12年度 
3 「メコン流域圏における農林水産物リソース・チェーンと土地利用変化の解明」 研究代表者：横山　智 名古屋大学・大学院環境学研究科 2012 - 13年度
4 「居住区分類に基づいたジャカルタ大都市圏における建造環境の構造分析」  研究代表者：林　憲吾 総合地球環境学研究所  2012 - 13年度
タイプⅡ
拠点集中型
5 「持続可能な資源管理のための土壌マッピングと土壌ダイナミクスモデリングに関するWeb-GISシステムの開発」  研究代表者：ベカンテッシ ・ラガワン　大阪市立大学・大学院創造都市研究科 2011 - 12年度 
6 「東西文化回廊研究──ミャンマーからタイ・カンボジアを中心に──」  研究代表者：柴山　守 京都大学・地域研究統合情報センタ  ー 2012 - 13年度
タイプⅢ
資料共有型
7 「フィリピンにおける人口問題と開発政策：新聞・官報等逐次刊行物を利用した調査研究」 研究代表者：鈴木　伸隆 筑波大学・人文社会系 2011 - 12年度 
8 「植民地後期インドネシアの社会と経済に関する歴史資料の研究」 研究代表者：植村　泰夫 広島大学  2012 - 13年度
タイプⅣ
萌芽型
9 「東南アジア逐次刊行物に関する情報の発信」  研究代表者：矢野　正隆 東京大学・大学院経済学研究科  2011 - 12年度 
10 「紅河デルタ平野氾濫原地域の長期河道変遷と集落立地から見た住民の水害対応」  研究代表者：船引　彩子 日本大学・工学部 2011 - 12年度 
11 「東南アジア地方自治論の構築──タイ、フィリピン、インドネシアの自治体サーヴェイを基に──」  研究代表者：西村　謙一 大阪大学・国際教育交流センタ  ー 2011 - 12年度 
12 「バングラデシュにおける気象環境と人間活動に関する研究」  研究代表者：林　泰一 京都大学・防災研究所   2011 - 12年度 
13 「東南アジアを対象とした過去50年間の広域再解析気象データと村落レベル農業活動履歴の照合」  研究代表者：長野　宇規 神戸大学・大学院農学研究科    2011 - 12年度 
14 「亡命の政治学──権力の国際的基盤をめぐる比較研究」  研究代表者：相沢　伸広　 日本貿易振興機構・アジア経済研究所  2011 - 12年度 
15 「移動する華人から見た東南アジア」 研究代表者：津田　浩司 東京大学・大学院総合文化研究科 2011 - 12年度 
16 「熱帯環境からみた商品連鎖の時空間的分析──グローバルな分野横断型研究の創出に向けて」  研究代表者：祖田　亮次 大阪市立大学・大学院文学研究科 2011 - 12年度 
17 「文化遺産情報のシステム化とオントロジー構造によるLocal Knowledgeの理解」  研究代表者：津村　宏臣 同志社大学・文化情報学部 2012 - 13年度 
18 「ミャンマー経済発展のためのロードマップと政策に関する研究」  研究代表者：岡本　郁子 日本貿易振興機構アジア経済研究所・地域研究センタ  ー 2012 - 13年度 
19 「日本の焼畑に受け継がれてきた在来知の現代的意義──東南アジアとの比較視座からの検討」  研究代表者：鈴木　玲治 京都学園大学・バイオ環境学部 2012 - 13年度 
20 「ムラピ山における大規模噴火後の景観復興過程」 研究代表者：嶋村　鉄也 愛媛大学・農学部 2012 - 13年度 
21 「アジアの棚田稲作における持続的農法と棚田保全に関する研究」  研究代表者：中村　均司 京都大学東南アジア研究所  2012 - 13年度 
22 「東南アジア交易史における「長期の19世紀」」 研究代表者：杉原　薫 東京大学・大学院経済学研究科  2012 - 13年度
23 「都市・観光地における感染症の流行の情報発信方法に関する研究──インドネシアの都市と観光地における予防強化をめざして」 研究代表者：吉川　みな子 京都大学・学際融合教育研究推進センタ  ー 2012 - 13年度
24 「東南アジアにおける戦争の記憶と戦後和解をめぐる環境の再構築」 研究代表者：松野　明久 大阪大学・大学院国際公共政策研究科 2012 - 13年度
25 「教育・研究交流を通じた東アジアにおける産官学ネットワークの社会的影響の評価──東方政策の30年を振り返って」 研究代表者：金子　芳樹 獨協大学・外国語学部 2012 - 13年度
26 「乳利用の有無からの牧畜論再考──旧・新大陸の対比」 研究代表者：平田　昌弘 帯広畜産大学・畜産学部 2012 - 13年度
タイプⅤ
公募出版
27 『Popular Culture Co-productions and Collaborations in East and Southeast Asia』 研究代表者：オトマズギン・ニシム　ヘブライ大学・エルサレム校 2012年度 





























































































































































































































































































































































































































































































































































2. アジアの脱国家領域化：ネットワーク形成と新地域再編 4. 東南アジアの政治経済的ローカル・パワーの変容 進行中
























































































































































































































































































































































































































































































































































Kedaulatan rakjat (Jogjakarta) 1952-76
Waspada (Medan) 1948-76
Khao khosana kan (Vientiane) 1952-69
Sāt lāo (Vientiane) 1964-75
Sulu Star (Jolo, Sulu) 1959-72
The Daily Mirror (Manila) 1951-64
成功日報 = Thành công nhựt báo (Saigon) 1966-67
建國國際聯合報 (Saigon) 1966-67
Đuốc nhà nam (Saigon) 1968-72
新聞快報 (Chợ Lớn) 1966-67
遠東日報 (Chợ Lớn) 1966-67
Kiattisak (Bangkok) 1949-52,1966-70
Sayamrat Sappada Wichan (Bangkok) 1962-74





































































































































































































































































国名 機関数 国名 機関数
インドネシア 10 シンガポール 2
タイ 4 バングラデシュ 1
カンボジア 2 ネパール 1
ベトナム 2 エジプト・アラブ共和国 1
ラオス 1 台湾 1
ミャンマー 2 韓国 2
中国 5 オランダ 1
マレーシア 1 米国 2















































































































































2002年に多言語オンラインジャーナルKyoto Review of 
Southeast Asiaを立ち上げ、2007年には京都大学地域研
究4部局が共同で出版する Kyoto Working Papers on 
Area Studies を開始した。さらに2009年にはアジア発の
アジア研究成果の発信を目指し新英文叢書シリーズKyoto 


















































叢書名 言語 創刊年 既刊冊数 出版社
地域研究叢書 和文 1996 24 京都大学学術出版会
東南アジア研究叢書 和文 1966 24 創文社
Kyoto CSEAS Series on Asian Studies 英文 2009 6 Kyoto University Press と NUS Press の共同出版
Kyoto Area Studies on Asia 英文 1999 22 Kyoto University Press と Trans Pacific Press の共同出版
Monographs of the Center for Southeast 
Asian Studies 英文 1966 21 University of Hawai‘i Press
Development Monks in 









Kyoto Area Studies on Asia （Trans Pacific Press and Kyoto University Press） 
Kyoto CSEAS Series on Asian Studies  (NUS Press and Kyoto University Press)
Questioning Modernity in 
Indonesia and Malaysia 
Wendy Mee and








Industrialization with a Weak  
State: 





















































































































































1967年  4月 社会構造研究部門および資料部の設置







1973年  4月 ジャカルタ連絡事務所運営経費が予算化される
1974年  4月 人口問題研究部門の設置
1975年  4月 経済発展研究部門および地域研究第一（外国人客員）部門の設置
1977年  2月 公開講座・第1回東南アジアセミナーを開催
1978年  4月 政治環境研究部門の設置
1979年  3月 新館（東棟）竣工
1980年  4月 地域研究第二（国内客員）部門の設置
1981年  4月 生物構造研究部門と自然構造研究部門が京都大学大学院農学研究科熱帯農学専攻の協力講座となる







1988年  4月 第2次東南アジア現地語図書文献収集10カ年計画開始

















2005年  10月 東南アジア研究所創立40周年記念式典開催




















































 准教授 Caroline S. Hau
 特定研究員（特別教育研究）
  森下　明子
















































  Yeonsik Jeong
 外国人共同研究者
  Lou Apolinario Antolihao
  David Michael Malitz
　学振特別研究員
　 久保　忠行
 特任准教授 Simon Creak 
 特任研究員 木曽　恵子







  三重野　文晴 
  Pavin Chachavalpongpun
 特定研究員（特別教育研究）
  Jafar Suryomenggolo
 研究員（研究機関）
  藤田　素子
















  Malcolm Foster Cairns
  Grant Richard James Evans
  Hery Harjono
  Virginia Jing-yi Shin





























































 掛長 福村　輝美 
 事務職員 山崎　景







































































































○	JR京都駅より	 	 	 所要時間
	 市バス（4、17、205系統）：	「荒神口」下車、バス停より東に徒歩5分	 約30分
	 京都バス	（17系統）：	 「荒神橋」下車、バス停より南に徒歩1分		 約30分
	 タクシ ：ー	 「荒神橋東詰（こうじんばしひがしづめ）の
	 	 	 稲盛財団記念館へ」とご指定下さい	 約30分
	 ※京都大学東南アジア研究所から京都大学正門は約1㎞の距離があります
○	京阪三条駅より
	 京阪本線「出町柳」行き：	 「神宮丸太町」下車、北に徒歩3分	 約10分
○	阪急河原町駅より	
	 市バス	（37、205系統）：	 「荒神口」下車、バス停より東に徒歩5分	 約15分
	 京都バス（16、17系統）：	 「荒神橋」下車、バス停より南に徒歩1分	 約15分
広報室
2012年10月1日	発行
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